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川口真司

総勢 23 人！！

 
 

五
月
二
日
か
ら
五
日
の
間
に
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ

ス
真
誠
館
少
林
寺
拳
法
道
場
で
行
わ
れ
た
同
志
社
大

学
体
育
会
少
林
寺
拳
法
部
二
〇
一
五
年
度
春
合
宿
に

て
入
部
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
例
年

と
比
べ
て
、
は
る
か
に
多
く
の
一
回
生
が
入
部
し
た

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
部
活
も
ま
す
ま
す
活
気
の

あ
る
も
の
と
な
り
、
部
員
達
も
よ
り
や
る
気
に
満
ち

溢
れ
て
お
り
ま
す
。

待望の一回生が入部 !!
池
田 

千
裕　
　

（
商
学
部
商
学
科
）

大
島 

未
鈴　
　

（
法
学
部
法
律
学
科
）

加
藤 

悠
太
郎　

（
経
済
学
部
経
済
学
科
）

河
井 

冬
穂　
　

（
社
会
学
部
社
会
学
科
）

北
村 

真
彩　
　

（
商
学
部
商
学
科
）

坂
本 

亮
太　
　

（
法
学
部
政
治
学
科
）

柴
野 

優
衣　
　

（
法
学
部
法
律
学
科
）

染
川 

翔
次
郎　

（
文
化
情
報
学
部
文
化
情
報
学
科
）

髙
橋 

優
太　
　

（
文
学
部
英
文
学
科
）

武
内 

悟　
　
　

（
理
工
学
部
電
気
工
学
科
）

竹
内 

佑　
　
　

（
理
工
学
部
化
学
シ
ス
テ
ム
創
成
工

　
　
　
　
　
　
　

学
科
）

田
尻 

曜
子　
　

（
法
学
部
政
治
学
科
）

田
中 

渉
太
郎　

（
法
学
部
法
律
学
科
）

田
淵 

詠
梨　
　

（
生
命
医
科
学
部
医
生
命
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　
　

学
科
）

二
木 

遥
香　
　

（
経
済
学
部
経
済
学
科
）

二
宮 

万
丈　
　

（
生
命
医
科
学
部
医
情
報
学
科
）

羽
賀 

法
子　
　

（
法
学
部
法
律
学
科
）

原
田 

篤
樹　
　

（
商
学
部
商
学
科
）

日
置 

彩　
　
　

（
文
学
部
英
文
学
科
）

二
口 
美
保　
　

（
法
学
部
法
律
学
科
）

森 

久
典　
　
　

（
法
学
部
法
律
学
科
）

森
川 

慈
仁　
　

（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
　

健
康
科
学
科
）

森
川 

莉
緒　
　

（
法
学
部
法
律
学
科
）

　

男
女
の
人
数
構
成
は
男
子
12
人
、
女
子
11
人
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
の
一
回
生
の
最
大
の
特
徴

は
人
数
が
多
い
こ
と
、
ま
た
一
回
生
の
半
数
が
女
性

で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
今
後
の
女
性
の
活
躍
、
そ
れ

に
よ
る
部
の
発
展
が
期
待
で
き
ま
す
。
我
が
部
は
二

〇
一
三
年
度
に
50
周
年
を
迎
え
、
400
名
を
超
え
る
先

輩
方
の
伝
統
を
こ
れ
ま
で
引
き
継
い
で
き
ま
し
た
。

今
後
55
代
少
林
寺
拳
法
部
が
部
の
益
々
の
発
展
に
貢

献
し
、
我
が
部
の
新
た
な
輝
か
し
い
歴
史
を
刻
ん
で

い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　同志社大学体育会少林寺拳法部 2015 年度春合宿において宗道臣
デーの活動を行いました。宗道臣デーとは少林寺拳法創始者宗道
臣の志を様々な形で実践する全国的な社会活動です。我が部では
何にでも取り組んでいくというスローガンのもと、昨年度から地
域の清掃活動を行ってきました。今年は近鉄新田辺駅周辺の清掃
活動に取り組みました。活動には現役部員だけではなく監督コー
チをはじめとする OB・OG の方々にもご参加いただき、また地域の
方々の協力も受け無事完遂す
ることができました。誠にあ
りがとうございました。次回
からも周囲の人たちへの感謝
を忘れずに継続して活動を行
っていき、今後の我が部の伝
統として後輩たちが引き継い
でくれることを期待します。

7 月 18 日 ( 土 ) に開催された OB 総会にて新たに
OB・OG 会の役員になられた方々の承認が行われま
した。おめでとうございます。

＊新たに OB・OG 会の役員に就任された方々＊

　部長　飯田 健　　（同志社大学法学部准教授）
　会計　村上 友規　第 45 代（2009 年卒）

OB・OG 会新役員紹介 宗道臣デー

（近鉄新田辺駅周辺にて）(京都タワーホテル 6F 懇親会会場にて )

( 同志社大学京田辺キャンパス 真誠館少林寺拳法道場にて )
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開催地京都の代表に!!
（第38回 京都府民総合体育大会 少林寺拳法京都府大会 種目別競技大会 団体演武の部）

　

五
月
二
十
四
日
、
風
の
そ
よ
ぐ
木
々
の
緑
も
ま
ぶ
し
い
季
節
、

島
津
ア
リ
ー
ナ
京
都(

旧
京
都
府
立
体
育
館)

に
て
「
第
38
回　

京

都
府
民
総
合
体
育
大
会
少
林
寺
拳
法
京
都
府
大
会　

種
目
別
競
技

大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
大
会
は
十
一
月
十
四
、
十
五
日
に

京
都
府
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
と
繋
が
る
も
の
で
す
。
さ
ら

に
全
国
大
会
は
四
回
生
に
と
っ
て
は
現
役
最
後
の
大
会
に
も
な
り

ま
す
。
で
す
の
で
部
員
一
同
が
日
々
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て

全
国
へ
の
切
符
を
手
に
入
れ
る
べ
く
、
真
摯
に
大
会
に
臨
み
ま
し

た
。
以
下
、
大
会
入
賞
者
で
す
。

組
演
武
の
部

 

大
学
生
男
子 

　

宮
下(

政
策
４)

・
井
上(

ス
ポ
健
３)

 

優
良
賞

 

大
学
生
女
子 

　

藤
木(

法
４)

・
森
安(

法
３)

 

優
秀
賞

 

男
子
三
・
四
段 

辻
村
コ
ー
チ(

第
46
代)

・
大
野
さ
ん(

京
都
八
幡
）
最
優
秀
賞

 

男
子
五
段
以
上 

安
道
監
督(

第
26
代)

・
福
西
さ
ん(

鴨
川
道
院)

 

優
秀
賞

 

女
子
三
段
以
上 

采
野
さ
ん(

第
48
代)

・
森
井
さ
ん(

第
51
代)

 

最
優
秀
賞

団
体
演
武
の
部

 

大
学
生
団
体 

　

同
志
社
大
学
A 

奥
西(

法
４)

・
田
村(

同
女
４)

・
今
村(

文
３

　
　
　
　
　
　
　

)

・
竹
林(

商
３)

・
山
田(

社
会
３)

・
片
町(

法
２)

・
西
川

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

法
２)

・
二
木(

経
済
１)

 

優
秀
賞

　
　
　
　
　
　
　

同
志
社
大
学
B 

上
村(

法
４)

・
東
谷(

法
４)

・
麻
生
川(

経
済

　
　
　
　
　
　
　

３)

・
川
口(

心
理
３)

・
白
石(

法
３)

・
橋
本(

法
３)

・
山
本(

　
　
　
　
　
　
　

経
済
３)

・
田
中(

ス
ポ
健
２)

 

最
優
秀
賞

運
用
法
の
部

　

男
子
の
部　
　

奥
西(

法
４)

・
山
本(

経
済
３)

 

最
優
秀
賞

　

女
子
の
部　
　

田
村(

同
女
４)

・
森
安(

法
３)

 

最
優
秀
賞

弁
論
の
部　
　
　

井
上(

ス
ポ
健
３)

 

最
優
秀
賞

祝
・
全
国
大
会
出
場
！

　

今
大
会
で
入
賞
に
は
及
ば
な
か
っ
た
部
員
も
い
ま
し
た
が
、
第
五
三
回
関
西
学

生
大
会
で
出
場
枠
を
勝
ち
取
り
、
我
が
部
か
ら
は
京
都
府
大
会
に
出
場
し
た
部
員

全
員
が
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
の
全
国
大
会
は
我
ら

が
京
都
で
開
催
さ
れ
、
我
が
部
で
は
チ
ケ
ッ
ト
の
代
理
購
入
も
し
て
お
り
ま
す
。

ご
都
合
が
よ
ろ
し
い
先
輩
方
は
部
員
た
ち
の
練
習
の
成
果
、
ま
た
出
場
さ
れ
る
先

輩
方
の
活
躍
を
是
非
、
大
会
で
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。
現
役
一
同
心
よ
り
お
待

ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

チーム同志社好発進！

OB・OG現役合同練習会開催のお知らせ
　本年度もOB・OG現役合同練習会が開催されます。日時は10月11日(日)、場
所は真誠館少林寺拳法部道場となっております。卒業以来少林寺拳法をされ
ていない方や久しぶりに体を動かしたい方、そして現在の部の様子をご覧に
なりたいという方も是非お越し下さい。また練習会においてのご見学や、懇
親会からのご参加、お子様とのご参加も大歓迎です。是非最後までご参加い
ただき、現役との関係を育み、また懐かしい仲間との親睦を深め、充実した
お時間をお過ごしいただければと考えております。お一人でも多くの先輩方
とお会いできることを現役一同心よりお待ち申し上げております。
出欠のご連絡やお問い合わせ等につきましては
第53代渉外長 竹林までお願い致します。
PCメールアドレス　d.shorinji.obog＠gmail.com

この度、第53代主将となりました山本

一貴と申します。53代幹部を代表し、

ご挨拶させていただきます。近年我が

部では演武の部、運用法の部、弁論の

部など、大会で様々な種目に出ている

だけでなく慈善活動や地域との交流な

ど多岐にわたる活動も行う“なんでも

同志社”をスローガンに運営を行っております。大会

に出て良い成績を残すことのみを目標とするのではな

く色々な分野において自分ができることに精一杯取り

組み、努力する過程での成長を目指します。我が部は

何事にも全力で取り組むということが伝統となってお

り、その素晴らしい伝統を後輩に繋げる為に、幹部が

部を体現するという強い自覚の下、部員を引っ張り一

丸となって“なんでも同志社”へと進んでいきたいと

思います。また、平素より監督コーチ・OBOGの先輩方

、保護者をはじめとする皆様方には多大なるご支援を

賜っております。我々学生だけでは実現不可能なこと

が為されているのも皆様のご支援があってのものです

。この場をお借りして厚く御礼申し上げます。これか

らも我が部の発展の為に尽力していきますのでよろし

くお願い致します。

現役新幹部代表挨拶

第53代幹部紹介 

　主将 　山本 一貴　（経済/経済）
　副将 　今村 雄一　（文/国文）
　     　森安 理紗　（法/法律）
　主務 　山田 麻理亜（社会/メディア）
  統制長 麻生川 龍　（経済/経済）
　会計 　白石 真輝　（法/法律）
　管財 　川口 真司　（心理/心理）
　　　 　橋本 眞志　（法/法律）
　渉外長 竹林 万由子（商/商）
　道場長 井上 陸　   (スポーツ健康科/
　　　　　　　　　　　スポーツ健康科)




